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事業名 自然体験活動指導者（NEAL リーダー）養成研修 

期日 令和６年８月 27 日（火）～29 日（木） 

会場 国立那須甲子青少年自然の家 

対象 16 歳以上の者 

参加者数 ８名 

趣旨 

全国体験活動指導者認定委員会が定めた「自然体験活動指導者養成カリキュラム」

に則り、子供の発達段階に応じて適切かつ安全に指導ができる自然体験活動指導者の

養成を目指す。 

 

事業内容及び成果と課題 

 「自然体験活動指導者養成カリキュラム」に則り、ネイチャーゲームや野外炊事、キャンプファ

イヤーといった演習に加え、安全管理、対象者理解、指導者としての基本的な心構えや倫理観など

の講義についても、ワークやディスカッションなどを積極的に取り入れ、参加者が相互に学びあう

ことのできる構成とした。また、本事業では、普段から自然体験活動の指導にあたっている機構職

員が講師を務めた。これにより、実際の指導場面で起きた具体的な事例を数多く紹介することがで

きたため、参加者は研修で得る学びが現場でどのように活用・還元されるかもイメージすることが

できた。 

 本事業の成果は、自然体験活動指導者（NEAL リーダー）を８名養成できた点である。本事業の

参加者は機構職員や当機構の法人ボランティア、教職を目指す学生等であった。様々なフィールド

で活動する指導者が、自然体験活動の重要性や指導の際に必要な知識・技能を習得することは、自

然体験活動の裾野を広げることにつながる。８名の指導者を養成したことで、自然体験活動の普

及・啓発の一助となると考えられる。 

 本事業の課題は、より多くの参加者を確保することである。自然体験活動指導者（NEAL）制度も

一定程度認知が広がり、指導者資格の取得を希望する者は概ね履修している状況であると推察され

る。今後は保育者養成校など、近接領域の指導者に自然体験活動の重要性を啓発し、さらに指導者

を養成することが求められる。 

事業の様子 

 

 

 

 

  

「自然体験活動の特質」での演習 「自然体験活動の技術」での演習 「自然体験活動の技術」でのワーク 

 

 

 

 

  

「自然体験活動の技術」での演習 「自然体験活動の指導」での講義 「対象者理解」でのワーク 


